長嶺ヤス子
『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 35(あだちがはら),安達原)』

企画書
舞台デビュー70周年を迎え、2008年、旭日小綬賞を授賞。ますます輝いている舞踊家・長嶺ヤス子が、昨年、事故のために中止にした「安達原」に再挑戦する。

能や歌舞伎でおなじみの、くつがえすことの出来ない運命を背負った女（鬼女）に挑む。
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長嶺は70年代、本格的なフラメンコ・ダンサーとして一世を風靡したが、77年からはロック、アフロ、サンバなどとその創作意欲は留まるところを知らず、国境を超え、民族の別なく、その血とリズムを吸収しながら独自の世界を創り始めた。また、80年からは日本の伝統的な題材を元にした創作舞踊で、女の情念を表現し続けている。

2015年5月26日（火）

五反田　ゆうぽうとホール
· 企画書や写真をデータで必要な場合は下記サイトよりダウンロードして下さい（パスワード：yorozuya）
· http://www.k-kikaku1996.com/yasuko/ adatigahara/ adatigahara.html

公演詳細

公演日時■2015年5月26日（火）19時開演

　　　　　※開場は開演の60分前

公演会場■五反田　ゆうぽうとホール　TEL.03-3490-5111（品川区西五反田8-4-13）

　　　　　・東急池上線「大崎広小路駅」徒歩約1分

　　　　　・都営地下鉄・JR「五反田駅」西口徒歩約5分

　　　　　・JR「大崎駅」西口徒歩約7分

　入場料■（全席指定）S席15,000円／A席10,000円／B席5,000円

お問合せ■長嶺ヤス子ダンスカンパニー  TEL.03-3384-7531

情報問合せ■Ｋ・企画　TEL&FAX.03-3419-6318
キャスト・スタッフ

●踊り・・・・長嶺ヤス子
　　　　　　　ラウル・オルテガ

　　　　　
　　田代大悟

　　　　　
　　綿引大介

　　　　　　　ＹＡＭＡＴＯ 


●唄・・・・・今藤尚之／今藤政貴／今藤長一郎／今藤龍之右

　　　　　　　東音（渡邊雅宏／味見純／野口賀功）

　　　　　　　杵屋弥祐／杵屋喜三助／杵屋佐喜／杵屋三瓶

　　　　　　　今藤美知

●三味線・・・今藤政太郎

　　　　　　　今藤美治郎／今藤政十郎／今藤龍市郎

　　　　　　　杵屋裕光／松永忠一郎／杵屋勝十朗／松永直弓

　　　　　　　杵屋栄八郎／杵屋彌太郎／芳村伊十治郎／柏要次郎

●鳴物・・・・藤舎華風／藤舎清成／藤舎円秀／藤舎清之／藤舎呂裕／藤舎呂鳳

　　　　　　　望月征飼浩／望月左喜十郎

　　　　　　　梅屋陸人

●笛・・・・・藤舎貴生

●スタッフ

構成・・・・・・・瀧澤いっせい
演出・・・・・・・長嶺ヤス子
舞台監督・・・・・小林正昭

振付・・・・・・・ラウル・オルテガ

振付補・・・・・・門戸竜二

照明・・・・・・・坂本義美

音響・・・・・・・（株）カトヤレコーディングサービス
結髪・・・・・・・奥山光映

衣装・・・・・・・松竹衣装
メイク・・・・・・星野尚之

作詞・・・・・・・杉　昌郎／金子　泰

作・編曲・・・・・今藤政太郎

宣伝広報・・・・・菊地　廣

企画・・・・・・・長嶺ヤス子

主催・・・・・・・長嶺ヤス子ダンスカンパニー
『安達原』梗概
今回の「安達原」は、34人の邦楽界の粋を集めた壮大な演奏陣と、黒人ダンサー4人とスペイン人ダンサー1人、そして長嶺ヤス子と、異色の編成で行います。

能とも歌舞伎とも違う、新しい物語の“安達原”をお楽しみ頂きます。

くつがえすことの出来ない運命を背負った女の悲しみは

安達原のすすき野に重く沈み

女の妄想と憤怒は

溶け出した真っ赤な溶岩（マグマ）となって爆発する。

陸奥の闇にうたう子守唄

青い血　だんだらねんころり

赤い血　だんだらねんころり

朽ち果てた鎮守の森に

忍び寄る衣擦れの音

安達原の闇を裂く

『安達原』あらすじ
子守唄が聞こえる・・・。一人の若妻が幼い娘に歌っている。

ここは都。女は夫と娘とともに幸せな日々を過ごしていた。

ところが、ある日、使える貴人に命ぜられ“不老不死の妙薬”という胎児の肝を得るために、夫と娘に形見を渡し、旅へ出る。

しかし、なかなか妙薬を求め得ず、いつしか女は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らいらく),磊落)し、山に籠る身となる。

月日は巡り、女の家に若い孕み女が一夜の宿を乞うて訪ねてくる。

若い女が眠ったところを襲い、胎児の肝を得ようとする。ところが若い女を殺めた刹那、その懐から、嘗て自分が娘に形見分けした品が出て来て、殺めたのは実の娘と分かる。

女は悶絶し、ついには鬼女となってしまう。

その後、家を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おと),訪)なう旅人たちを次々に食い殺していくのだった。

ある晩のこと、女の家を一人の旅人が訪れる。女はいつものように殺そうとするが、女の磊落を哀れみ、心を通わせてくる旅人に惹かれ、契りを交わしてしまう。

やがて二人は夫婦となり、女は子を孕む。

家には夫さえ入れぬ女の寝所があった。

ある日、女はいつも通り「留守中、決して私の寝所を覘かないで」と言い残し、薪を取りに出る。興味を押さえきれなくなった夫が部屋に入ると、そこには大量の骨が積み上げられていた。夫は「黒塚に住むという鬼はこの女であったか」と驚愕と恐怖を覚え、家から逃げ出す。

正体を知られたと悟った女（鬼女）は絶望のなか、自らの腹を裂いて孕んだ子を引き出し、胸に抱き、静かに子守唄を歌いながら、その数奇な運命を背負った命を閉じる。

●参考資料●　能『安達ヶ原（黒塚）』の梗概
　熊野の僧が、開国行脚の旅に出掛け、安達原まで来て、荒野の一軒家に宿を借りた。

家の主は中年の女で家の中には、枠枷輪（わくかせわ）という糸繰り道具があり、僧たちが珍しがると、女は旅の慰めにと使って見せてくれた。糸を繰りながら、女は、糸紡ぎの労働にこと寄せて、生きるつらさを嘆きついには泣き崩れる。

　やがて夜も更け、冷え込みが増したため、女は客僧たちのために薪（たきぎ）を取りに出掛ける。その際、閨（ねや＝寝室）を覗いてくれるなと言い置いて行くのですが、見るなと言われると見たくなるのが人情。僧の従者が閨の戸をそっと開いてしまう。

すると中には幾多の死骸が数知れず、天井に届く高さまで積み上げられていた。

さては、いにしえの人が「安達の原の黒塚に、鬼こもれり・・・」と詠っているのは此処のことかと驚き、僧たちは脱兎のごとく逃げ出した。

　約束が破られたことを知った女は、鬼女の本性を現し、恐ろしい形相で一行を追いかけて来て、『いかにあれなる客僧止まれとこそ。さしも隠しし閨の内を。あさまになされ参らせし。恨み申しに来たりたり』といい、鬼女は鉄杖を振り上げ、一口に食おうと襲いかかります。

　僧たちは、数珠を押しもみ五大明王の呪文を唱え必死に祈り、鬼女はついに祈り伏せられ、猛り狂うのをやめ、浅ましい己が姿に嘆き悲しみ、我に立ち帰り、足もとも弱々しく嵐の中に紛れて姿を消していく。

長嶺ヤス子（ながみねやすこ）プロフィール
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会津若松出身。3歳の頃からモダンバレエを学ぶ。

1977年「サロメ」では女の魔性とエロティシズムの大胆な表現に成功し、ゴールデンアロー賞を受賞。 

1980年「道成寺」で芸術祭大賞受賞。形骸化しつつある古典舞踊を現代に蘇生させた踊りと絶賛を浴びる。

1982年ニューヨークのリンカーンセンターにて「道成寺」を再演。東洋と西洋を結ぶ踊りと評価され、国際ダンサーとしての評価を得る。

1983年120人の僧侶による声明をバックに、人間の原罪と救済を追及した「曼荼羅」を上演。翌年、ニューヨーク、カーネギーホールで再演し大反響を巻き起こした。

1993年「卒塔婆小町」(三島由紀夫作)をブロードウェイ中ホールで上演。

2002年紫綬褒章を受章。幅広いジャンルの舞踊に挑み、独自の世界を築いてきた。

2008年歌舞伎座、京都南座の公演「艶歌を舞う!」では平成の「出雲の阿国」と評された舞を披露し、絶賛を受けた。

同年、長年に及ぶ芸能活動の功績に対して、旭日小綬章が贈られた。




